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技術提案書の提出者を選定するための評価基準 

評価項目 
評価基準 評価 

ｳｪｲﾄ  判断基準 

参加表明者（企業）の

経験及び能力 

【40点】 
専
門
技
術
力 

成果の確実性 ①過去１０年間の同種業務
の実績 

平成27年度以降の同種業務の実績件数（最大５件）によって評価する。 

※浄水処理能力20,000㎥/日以上の全面的な基本設計業務 および浄水処理能力20,000㎥/日以上の浄水場にお

けるＰＰＰ／ＰＦＩ導入可能性調査業務 

①同種業務の実績が５件 

②同種業務の実績が４件 

③同種業務の実績が１件以上４件未満 

なお、同種業務の業務実績が無い場合は選定しない。（資格要件を満たさない。） 

３０ 

情
報
収
集
力 

地域精通度 ②佐賀市内に本店、支店、
事業所又は出張所等の有無 

下記の順位で評価する。 

①佐賀市内に本店を有する 

②支店、事業所又は出張所等を有する 

なお、上記に該当しない場合は評点しない。 

１０ 

小  計 ４０ 

予定管理技術者の 

経験及び 

能力【18点】 
資
格
要
件 

技術者資格等 ①技術者資格等、その専門 
分野の内容 

下記の順位で評価する。 

①技術士（総合技術監理部門：上下水道部門－上水道及び工業用水道） および 技術士（上下水道部門：上水道及

び工業用水道）の両方を有する 

②技術士（総合技術監理部門：上下水道部門－上水道及び工業用水道） および 技術士（上下水道部門：上水道及

び工業用水道）のいずれか一方を有する  

なお、上記に該当しない場合は選定しない。（資格要件を満たさない。） 

４ 

専
門
技
術
力 

業務執行 
技術力 

②過去１０年間の同種業務の 
実績 

平成27年度以降の同種業務の実績件数（最大５件）を下記の順位で評価する。 

※全面的な基本設計業務 または浄水場におけるＰＰＰ／ＰＦＩ導入可能性調査業務 

①同種業務実績の両方をそれぞれ２件以上有する 

②同種業務実績の両方を１件以上２件未満有する 

③同種業務実績のいづれか一方を１件以上有する 

なお、上記に該当しない場合は選定しない。（資格要件を満たさない。） 

１０ 

情
報
収
集
力 

地域精通度 ③過去５年間の佐賀市内で
の上下水道事業の業務実績 

令和2年度以降の業務実績について下記の順位で評価する。 

佐賀市内での上下水道事業の業務実績有り 

なお、上記に該当しない場合は評点しない。 
２ 

専
任
性 

専任性 ④手持ち業務金額及び件数
（特定後未契約のものも含
む） 

下記の順位で評価する。 

技術者として登録されている１件500万円以上の手持ち業務の件数が５件未満 

なお、上記に該当しない場合は評点しない。 

２ 

小  計 １８ 

予定照査技術者の 

経験及び能力 

【14点】 
資
格
要
件 

技術者資格等 ①技術者資格等、その専門
分野の内容 

下記の順位で評価する。 

①技術士（総合技術監理部門：上下水道部門－上水道及び工業用水道） および 技術士（上下水道部門：上水道及

び工業用水道）の両方を有する 

②技術士（総合技術監理部門：上下水道部門－上水道及び工業用水道） および 技術士（上下水道部門：上水道及

び工業用水道）のいずれか一方を有する 

なお、上記に該当しない場合は選定しない。（資格要件を満たさない。） 

４ 

専
門
技
術
力 

業務執行 
技術力 

②過去１０年間の同種業務
の実績 

平成27年度以降の同種業務件数（最大５件）の実績を下記の順位で評価する。 

※全面的な基本設計業務 または浄水場におけるＰＰＰ／ＰＦＩ導入可能性調査業務 

①同種業務実績の両方をそれぞれ２件以上有する 

②同種業務実績の両方を１件以上２件未満有する 

③同種業務実績のいづれか一方を１件以上有する 

なお、上記に該当しない場合は選定しない。（資格要件を満たさない。） 

６ 

情
報
収
集
力 

地域精通度 ③過去５年間の佐賀市内で
の上下水道事業の業務実績 

令和2年度以降の業務実績について下記の順位で評価する。 

佐賀市内での上下水道事業の業務実績有り 

なお、上記に該当しない場合は評点しない。 
２ 

専
任
性 

専任性 ④手持ち業務金額及び件数
（特定後未契約のものも含
む） 

下記の順位で評価する。 

技術者として登録されている１件500万円以上の手持ち業務の件数が５件未満  

なお、上記に該当しない場合は評点しない。 

２ 

小  計 １４ 
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評価項目 
評価基準 評価 

ｳｪｲﾄ  判断基準 

予定担当技術者①

（ア）の経験及び能力 

【14点】 

資
格
要
件 

技術者資格等 ①技術者資格等、その専門分
野の内容 

下記の順位で評価する。 

①技術士（上下水道部門：上水道及び工業用水道）を有する 

②RCCM（上水道及び工業用水道）を有する  

なお、上記に該当しない場合は選定しない。（資格要件を満たさない。） 

２ 

専
門
技
術
力 

業務執行 
技術力 

②過去１０年間の同種業務の
実績 

平成27年度以降の同種業務件数（最大５件）の実績を下記の順位で評価する。※全面的な基本設計業務  

①急速ろ過方式の浄水場における全面的な基本設計業務実績を３件以上有する 

②急速ろ過方式の浄水場における全面的な基本設計業務実績を１件以上３件未満有する 

③浄水場における全面的な基本設計業務実績を１件以上有する 

なお、上記に該当しない場合は選定しない。（資格要件を満たさない。） 

８ 

情
報
収
集
力 

地域精通度 ③過去５年間の佐賀市内で
の上下水道事業の業務実績 

令和2年度以降の業務実績について下記の順位で評価する。 

佐賀市内での上下水道事業の業務実績有り 

なお、上記に該当しない場合は評点しない。 
２ 

専
任
性 

専任性 ④手持ち業務金額及び件数
（特定後未契約のものも含
む） 

下記の順位で評価する。 

技術者として登録されている１件500万円以上の手持ち業務の件数が５件未満 

なお、上記に該当しない場合は評点しない。 

２ 

小  計 １４ 

予定担当技術者②

（イ）の経験及び能力 

【14点】 

資
格
要
件 

技術者資格等 ①技術者資格等、その専門
分野の内容 

下記の順位で評価する。 

①技術士（上下水道部門：上水道及び工業用水道）を有する 

②RCCM（上水道及び工業用水道）を有する 

なお、上記に該当しない場合は選定しない。（資格要件を満たさない。） 

２ 

専
門
技
術
力 

業務執行 
技術力 

②過去１０年間の同種業務
の実績 

令和２年度以降の同種業務の実績件数（最大５件）を下記の順位で評価する。※ＰＰＰ／ＰＦＩ導入可能性調査業務 

①浄水場におけるＰＰＰ／ＰＦＩ導入可能性調査業務実績を４件有する 

②浄水場におけるＰＰＰ／ＰＦＩ導入可能性調査業務実績を２件以上４件未満有する 

③浄水場におけるＰＰＰ／ＰＦＩ導入可能性調査業務実績を１件有する 

なお、上記に該当しない場合は選定しない。（資格要件を満たさない。） 

８ 

情
報
収
集
力 

地域精通度 ③過去５年間の佐賀市内で
の上下水道事業の業務実績 

令和２年度以降の業務実績について下記の順位で評価する。 

佐賀市内での上下水道事業の業務実績有り 

なお、上記に該当しない場合は評点しない。 
２ 

専
任
性 

専任性 ④手持ち業務金額及び件数
（特定後未契約のものも含
む） 

下記の順位で評価する。 

技術者として登録されている１件500万円以上の手持ち業務の件数が５件未満 

なお、上記に該当しない場合は評点しない。 

２ 

小  計 １４ 

合  計 １００ 

※ 予定技術者（管理18点、照査14点、担当28点（14点×2名））の計 最大60点×0.5 最大30点 が二次審査の評点に移行されます） 


